
　韓日社会文化フォーラム（以下、韓日フォーラ
ム）は、韓国の外務省に登録された非営利民間団
体です。韓日フォーラムが始まった1999年は日
韓関係にとって激変の年でした。前年の1998年
10月、それまで38年間も法律によって禁じられ
てきた日本大衆文化の韓国内流入が解禁されるこ
とになったからです。インターネット、衛星放送、
低価格航空券に乗った日本の情報が押し寄せてき
ました。それまでは一部の人々に寡占されていた
日本情報でしたが一気に大衆に開放され、韓国人
の対日観と価値観は大きく揺れ動きました。そこ
で、日韓問題をめぐる正確な情報と、多様な意見
を自由に交換するための会議体が必要との思いで
作ったのが「韓日フォーラム」です。
　両国の政策担当者、知識人、ジャーナリスト、
市民らが集まり懸案である日韓問題を自由に討論
するという趣旨の「韓日フォーラム」は、設立後、
日韓ジャーナリストフォーラム、日韓国会議員
フォーラム、日韓自治体フォーラム、日韓ユース

フォーラムなど
を続けて開催し
てきました。そ
れまで日韓問題
に対する知的論
議の風土は、過
去の不幸な歴史
である戦後の日
韓関係の桎

しっこく

梏の

中で、決して自由ではなかったのが事実です。「韓
日フォーラム」は、日韓の争点となる論議に適切
な討論の場を設けるため、学問と現場を連結した
媒介者として学問と現場の建設的な討論の場を設
けることによってのみ現実的な対案を引き出すこ
とができるという信念に基づき、積極的に取り組
んで参りました。そのような努力が「韓日フォー
ラム」の固有性とアイデンティティーを見いだす
ものだと日々信じています。

　その後2002年ワールドカップ共同開催と「冬
のソナタ」を初めとする韓流ブームが物語るよう
に、日韓両国民の相互理解と交流の幅は拡大の一
途をたどってきました。日韓関係は、多様な市民
グループを中心に新たなネットワークが構築さ
れ、その滔

とうとう

々たる流れはもはや国家や一部のグ
ループでは統制や変更が可能な状態ではなくなっ
ています。
　「韓日フォーラム」は2006年に陣営を整えな
おし、新たな再出発をすることとしました。日韓
交流と協力の新時代は、決して拒否することがで
きないものです。日韓関係のレパートリーを毎回
繰り返すだけのような、むなしい未来でしかない
フォーラムを継続するよりは、「大学生インター
ンシップ」、「歴史文化体験」、「ボランティア活動」
のような、実質的な相互理解と交流事業を先立っ
て進んでいきたいと思うようになりました。それ
が、 会議体としてできた「韓日フォーラム」が青
年・市民交流現場の担い手となったゆえんです。
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互認識においてマスメディアの要因とその
影響（2003年10月）

韓国非営利民間団体

42　自治体国際化フォーラム　Mar．2014

会議体から交流現場へ

韓日社会文化フォーラムの始まり



同時に、継続的
な支援協力の必
要性も伝えるこ
とができました。
また、当時韓国
国内では目に見
えない放射能に
対する恐怖心が
高まっていました。雨が降った場合、韓国国内の
小中学校が臨時休校をするなどの対応をとってい
ました。こういった状況を受け「韓日フォーラム」
では放射能に関する正しい知識をわかりやすく韓
国内へ伝える資料の製作も行いました。

　「韓日フォーラム」には３つの活動の柱があり
ます。
　第１の柱は、ボランティアです。これは日韓の
青年が一緒にするボランティア活動を通じて互い
を理解し信頼を築くという趣旨です。2010年７
月から始まった日韓ワークキャンプは、毎月１回
２泊３日、韓国の世界遺産地域で農家収穫の手伝
いと文化体験をメインにして行われています。日
本では夏休みと冬休みの期間中に、富山、京都、
島根、熊本、沖縄など日本各地において７泊８日
で行われています。
　今後の抱負としては、日本のNGO・NPO、日
本の自治体と協力して日本のもっと多くの地域で
日韓ワークキャンプを行うことです。そして、日
本人と韓国人が日本と韓国を越えて、アジア諸国
でアジア希望ボランティアキャンプを行いたいと
思います。アジア希望キャンプを考えるきっかけ
となったのは、2011年３月11日の東日本大震
災です。2011年７月に宮城県の南三陸と気仙沼
で開催された ｢日韓ボランティア・フォーラム｣
では、ボランティアに来た日韓の若者と被災地の
住民が参加し、貧困に苦しんでいたり自然災害に
見舞われたアジアの地域に希望を与える ｢アジア
希望キャンプ｣ が必要であることについて話し合
いました。「韓日フォーラム」の完成は、日韓が
向かい合って話し合うことではなく、日韓の青年

　2006年からは韓国人大学生の日本インター
ンシップ、日本人の韓国歴史文化体験をメインと
する交流事業を進めました。福島のNPO「ふく
かんねっと」をはじめとして、秋田、島根、石川、
岡山、茨城、熊本、沖縄の国際交流協会や韓国民
団とも協力して多くの韓国人大学生をインターン
として派遣し、多くの日本人の韓国文化体験を手
伝いました。
　東京のNPO「マナー教育サポート協会」の協
力を得て韓国人大学生たちに日本のマナー教育を
行うこともできました。

　2010年からは毎年１回１週間、島根県で「き
れいな海を守るための日韓青少年の奉仕体験」を
行っています。これは、島根県の出雲海岸での漂
着物回収ボランティアを通じて日韓の中高生が交
流し、地球環境の大切さを共感するという趣旨で
行われています。海の主人は日本人でも韓国人で
もありません。出雲海岸に積もる漂着物は朝鮮半
島と島根の交流が遮ることのできない自然の法則
であることを証明しています。
　2011年 ３・11東日本大震災発生の際に、韓
国で救援ボランティアを募集したところ、わずか
一週間で志願者数が500人を超えました。とこ
ろがその後、日本の歴史教科書改訂について韓国
で大きく報道され、ボランティアの希望者数が
10分の１まで減ってしまいました。そのような
状況の中ではありましたが、NPO日本エコツー
リズムセンターと秋田県大仙市のサポートのおか
げで、結果的には宮城県の被災地において計５回
にわたるボランティア活動を実現することができ
ました。「韓日フォーラム」の岩手県と宮城県で
のボランティア活動は、韓国のKBS全国テレビ
で ｢愛を込めて世界へ｣ という題名でドキュメン
タリーとして製作され、２回にわたり全国放送さ
れました。今後日韓の「未来」を創っていくであ
ろう若者たちが、力を合わせて日本の復興を支援
した姿は多くの人々の反響を呼びました。それと
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の旗揚げを ３つの活動の柱と今後の抱負



たちが一緒になってアジア諸国との平和共存のた
めに汗を流して交流することで達成できるものだ
と思っています。
　第２の柱は、インターンシップです。韓国人青
年の日本へのインターンシップ、日本人青年の韓
国へのインターンシップをもっと活性化したいと
思っています。「韓日フォーラム」は2005年か
ら日本の各地の団体や自治体の援助により、韓国
の高校生・大学生が参加するインターンシッププ
ログラムを実施してきました。これは韓国の政府
と大学が予算を支援して単位を認める16週間の
プログラムです。熊本県と熊本市国際交流振興事
業団（KIF）の協力によって熊本でインターンシッ
プを経験した多くの韓国人大学生は帰国後も「く
まモン」が忘れられません。これからもっと多く
の日本のNGO・NPOや自治体と協力し、たくさ
んの韓国人青年に日本を体験できるチャンスを提
供したいと思っています。日本でのインターンを
経験した若者による日韓の違いについてのレポー
トは「韓日フォーラム」の宝物です。日本人の韓
国インターンシップも進めています。今までは
韓国のNGOや大学での職場体験がメインですが、
今後は一般企業でのインターンシップも開拓して
行きたいと思っています。
　第３の柱は、体験と研修です。日韓コミュニ
ケーションの増進のためにやはり言語は欠かせま

せん。日本各地の国際交流ボランティア団体と
協力して韓国人青年の日本語・日本文化研修を
行いたいと思っています。「韓日フォーラム」は、
韓国を訪ねる日本人に対しては、「ソウル散策」
と「韓国語クラブ」というプログラムを提供し、
韓国語の練習ができるような環境づくりをサポー
トしています。
　また、ホームステイは古くからあるとても効果
的な文化体験です。「韓日フォーラム」は、2002
年から「日韓ホームステイ・クーポン制」を提案
しました。これは、日韓の団体や自治体が共通の
ホームステイ・クーポンを発行して、ホームステ
イを提供した人に与えられるクーポンを本人だけ
でなく家族や友達にも譲ることができるという夢
のような話です。これは日韓の多くの団体と自治
体が参加し価値を共有することによって初めて実
現可能なことです。

　1999年に始まった「韓日フォーラム」は、今
後も日本と韓国のNGO・NPOが輝かしい夢を
持った川になり、大海で出会えるように日韓交流
の産婆役を担っていけたらと思っている次第で
す。今後とも日韓両国の未来を考える多くの方々
のご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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　クレアに勤務する職員の多くは、１年間の東京本部勤務後、そ
れぞれ７つある海外事務所での２年間の勤務へと移行します。か
くいう私もその１人なのですが、やはり２年に及ぶ日本以外での暮
らしは今から不安の種。言葉ができないと生活は難しいのか、医
療制度はどうなっているのか、子どもの学校は……挙げようと思え
ばきりがありません。日本にこれから住もうとする、住んでいる外
国人も同じような不安を抱えているのでしょう。今回は、そんな外
国人の不安をいかに解消していくか、さらに外国人を地域の活力
とする方法を特集しました。外国人の地域への関わり方として、
これから海外に住む日本人にとっても、示唆に富む内容になって
います。� （A.T）
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